
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

はじめに 

 

クロモジの蕾が膨らみ始めた３月末、１２名の学園生が１年間の山村留学生活を修了し、実家へ戻って

いきました。内輪でそれぞれの想いを語る場として、最後に学園生と指導員でミーティングを行った際

に、私は学園生に３つのことを伝えました。１つ目は、「もう１人仲間がいたこと」。１学期末に途中退園

することになってしまいましたが、少なくても１学期間は生活や活動を共にした仲間がいたことは忘れ

て欲しくないこと。２つ目は、「相対評価ではなく絶対評価」。人と比べる必要はなく、自分がどれだけ成

長したのか、どれだけ頑張ったのかを大切にして欲しいこと。３つ目は、「情けは人の為ならず」。これは

年度当初から話をしていたことで、周りの人に優しくすると、結果的に自分にも良いことがある。人のた

めに動ける人になろう、ということ。 

そして、この時期になると、いつも絶妙だなぁと思わせてくれる学園歌の最後フレーズ。「そして再び

めぐる新しい春、ここから始まるそれぞれの道、でもいつも心をつなぐあの風が、だから今自分の道を信

じて行こう」。山村留学生活で培った力を糧に、１２名（１３名）の子どもたちが喜々として自分の人生

を歩んでくれることを願っています。修園おめでとう！ 

 

稲井祐介 

 

活動カレンダー 

３月  ２日（日） 大田市子ども神楽大会 

７日（金） センター入り 

    8 日（土） 誕生日会 

9 日（日） 上立石交流会 

  １０日（月） （中）卒業式  

１５日（土） 歴史文化交流体験 

１６日（日）   歴史文化交流体験 

１９日（水）   （小）卒業式 

２０日（木・祝） 自由活動 

２２日（土）   大掃除 

２４日（月）   修了式 離任式 

２５日（火）   修園のつどい 
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大田市子ども神楽大会  ３/２（日） 晴れ  

あすてらすのホールで大田市子ども神楽大会が開催され、学

園生は多根神楽団として出演しました。この大会に参加するこ

とは子どもたち自身で決め、演目や配役もみんなで話し合いま

した。思い通りの配役にならない子もいましたが、とことん話

し合って決めました。１２月から週２で練習してきましたが、

なかなか練習時間を確保することができず心配でしたが、多根

神楽団の皆さんに熱心

にご指導いただき、何と

か人前で発表できるま

でに仕上がりました。大

きな舞台での発表は緊

張もしましたが、同時に自信にも繋がり、発表後の子どもたちの表

情は清々しかったです。また、少しでしたが空き時間には他の子ど

もたちの舞も見ることができ、刺激も受けることができました。終

わった後は、次の修園のつどいに向けて自分たちの演技を振り返り

さらに練習に励みました。 

 

３学期誕生日会  ３/８（土） 晴れ 
 今年度最後の誕生日会が行われました。いつも通り、料理、レク、会場の３

つの班に分かれて、それぞれ準備をしました。今回の料理はカレー４種（バタ

ーチキンカレー、ドライカレー、ホワイトカレー、普通のカレー）に、ナン、

サラダ、マンゴーラッシー、デザートにはバケツプリンと多根神楽団からの差

し入れのケーキをおなか一杯食べました。レク係はケイドロとワードウルフ

を企画しみんなで思いっきり走り回り、心理戦で楽

しみました。会場係もくす玉をはじめ賑やかに飾

り、誕生日の人たちへ好きなキャラクターのしおり

を手作りしてプレゼント

しました。 

  
 
 
 
 
 

上立石交流会  ３/9（日） 晴れ 
上立石自治会の交流会へ参加しました。今回は地元の皆さんとぼ

た餅を作ったり、外で炭を熾して焼きそばやもらった鹿肉、センタ

ーのしいたけを焼いたりして、地元の方と会食をしました。ぼた餅

のほかにもけんちん汁や地元の方

からもらった漬物などもあり、お

なかいっぱい食べました。 

この日は今年度最後の上立石交

流会ということで、修園する子た

ちは地元の皆さんの前であいさつ

をしました。地元の方々からも「こ

れからも頑張って。」と励ましの言葉をいただきお別れしました。 



歴史文化交流体験 ３/１５（土）～１６日（日） 雪のち雨 
 自分たちの住んでいる島根県を知るということで、今回は雲南

市に出かけたたら製鉄の歴史や文化に触れたり、山村留学の基本

精神でもある「歩く」ことをメインにした長距離ハイキングをし

たりする活動をしました。 

 １日目は、たたら製鉄で一代を築いた田部家の土蔵群がある吉

田の街並みや、鉄の歴史博物館、実

際にたたら製鉄が行われていた菅

谷たたら山内などをガイドしても

らい、さらに鍛冶職人に教えてもらいながら、五寸釘でペーパーナイフ作り

をしました。それぞれ個性あるペーパーナイフができました。夜は、みんな

で近くの宿泊施設に泊まりました。 

 次の日も生憎の雨でしたが、宿泊先の明石ふれあい公園からゴールの萬壽

の湯を目指して約２５㎞の道のりを歩きました。残念ながら天候不順のため

温泉までは行けず、途中の龍頭ヶ滝まででしたが、約１７㎞の道のりをみんなでお

しゃべりしながら、歌を歌いながら、時にはフキノ

トウを摘みながら誰一人リタイアすることなくみん

なで楽しく歩きました。龍頭ヶ滝は予想以上の迫力

で、気持ちが解放されて、滝に打たれてビチャビチ

ャニなる子もいましたが、みんな歩き切った達成を

十分に感じることができました。最後は温泉に入り

２日間の疲れを癒してセンターへ帰りました。 
 

自由活動  ３/２０（木） 晴れ 
 この日は、各々やりたいことを考えて何かする１日でした。事前に投げかけをし

て考えましたが、すぐに「○○したい」と言える子と、何をし
ていいかなかなか見つからない子がいましたが、個人体験の続
きをする子、火を熾して何かを作っている人、福間牧場で牛の
コンクールに出品するために牛を洗ったり毛刈りの手伝をす
る子、修園に向けてやらなければいけないものを仕上げている
子、どうしても何もやることが無いため、細々とした修園の準
備をする子と分かれて１日活動しました。 
 

大掃除  ３/２２（土） 晴れ 
 今年度最後大掃除は、囲炉裏に車庫、車、農機具庫、研修室、窓拭きに分かれて掃除を
しました。1年の締めくくり、センターへ感謝も込めてみんなで一生懸命掃除をしました。
１、２学期に比べ学園生の集中力がすごく、終わっても自分で仕事を見つけながら色んな
ところを掃除することが出来ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



修園のつどい  ３/２５（火） 晴れ 
21 期生 12 人が修園のつどいを迎えました。受入農家さん、北三瓶

小・中学校の子どもたちと先生方、地元の方々、学園生家族がお祝いに
駆けつけてくれました。前半は、収穫祭が終わった後から練習を始めた
神楽の発表、後半はそれぞれのスピーチ、学園歌、太鼓の発表とこれま
で頑張ってきた姿を見せることが出来ました。スピーチでは、色んな思
いが込み上げてくるのか涙を見せながら一生懸命自分の言葉で語る姿
がありました。この 1 年間いろんなことがあったと思います。楽しい
こともたくさんありましたが、辛いこともたくさんあったでしょう。で

もこの 1 年みんなで本当によく
頑張ったと思います。来年も継
続していく仲間、ここを巣立っ
ていく仲間、道はそれぞれですが、ここで 1 年一緒に暮らした仲間の
事を忘れずに、各々前を向いて自分の目標に向かって頑張っていって
ほしいと思います。 
今年度もたくさんの方々にお世話になりました。ありがとうござい

ました。 
 
 
 
 

 
 
＼どこまでいっても明日がある／ 
テレビやラジオを時計代わりにつけることがあります。今年は某テレビ局が放送開始 100年を迎えたとのこと
で振り返りの番組や再放送番組もあるようで、ときにおっと、と思う瞬間があります。今回は最近の出会いを
紹介します。最初は、よく知られている姉妹歌手がテレビに出ていたときのこと。童謡や唱歌が歌われなくな
っていることを危惧した２人が、４０年前くらい前に姉妹二人組を作ってこれらの歌の普及活動に取り組んで
いると話されていました。とても驚きました。４０年前と言えば１９８５（昭和６０）年、昭和の終わり、わ
たしが就職した頃です。その頃の世相はそんな状況だったとのかという驚きとともに、おそらく商業的には成
り立たないことになぜ手を出したんだろうと不思議に感じました。どうやら、いま誰かがやらないと廃れる一
方だという危機感があったことと、日本の風土にもっとも合っている歌詞と曲を残したいというアーティスト
の矜持によったもののようです。今の子どもたちはどうでしょう、４０年前のことを思えば子どもたちの親世
代はどうでしょう、童謡や唱歌を歌っていますか、知っていますか。 
次は、今年没後１５年を迎える作家・井上ひさしさんのこと。以前に井上さんが残した名言のひとつを紹介し
たことがありますが、それには実は続きがあるというものです。全文を紹介しますね。（）内が続き部分です。
「むずかしいことをやさしく やさしいことをふかく ふかいことをゆかいに ゆかいなことをまじめに書
くこと。 （まじめなことをだらしなく だらしないことをまっすぐに まっすぐなことをひかえめに ひか
えめなことをわくわくと わくわくすることをさりげなく さりげないことをはっきりと）」。文筆業の自分へ
の戒めとしてメモ書きされ、その紙が仕事場の机の周りに貼られていたと聞きかじった記憶がありますが、わ
れわれ一般人の日常生活でも当てはまることがありそうです。また、この井上さんが脚本をされた人形劇「ひ
ょっこりひょうたん島」のテーマソングが流れていたときのこと。「波はチャプチャプ・・」で始まり、初回放
送が１９６４（昭和３９）年ですから６０年前。テンポが速かったこと、難しい時事内容や落語のようなかけ
あいがいっぱいあったことなどで、内容の理解はできなかったです。しかし、よく覚えていて人生訓になって
いるのが劇中歌の「ドン・ガバチョの未来を信じる歌」の一節です。「今日がだめなら明日にしまチョ 明日
がだめならあさってにしまチョ あさってがだめならしあさってにしまチョ どこまでいっても明日がある」。
いつか徹底した楽天家になりたいといつも思っています。 
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